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例 言

１．本書に収めた概要は下記のとおりである。

　　１．俵野廃寺第２・３次

　　２．戸田遺跡

　　３．新庄遺跡第５次

　　４．長岡京跡左京第527次（7ANYSK-1地区）

２．遺跡の所在地、調査期間、経費負担者および報告の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 所在地 調査期間 経費負担者 執筆者
1. 俵野廃寺第
２・３次

京丹後市網野町
俵野

平19.10.17～平20.2.8
平20.4.30～平20.6.6

京都府土木建築
部
（京都府建設交通
部）

村田和弘
肥後弘幸

2. 戸田遺跡 福知山市字戸田 平19.11.28～平20.2.22
平20.4.23～平20.10.22

国土交通省近畿
地方整備局

引原茂治
柴暁彦

3. 新庄遺跡第５
次

南丹市八木町新
庄

平20.5.9～平20.9.12 京都府南丹土地
改良事務所

辻本和美

4. 長岡京跡左京
第527次
（7ANYSK-1地
区）

京都市伏見区淀
大下津町

平20.7.22～平20.8.25 京都府流域下水
道事務所

松井忠春

３．本書で使用している座標は、原則として世界測地系国土座標第６座標系によっており、方

位は座標の北をさす。また、国土地理院発行地形図の方位は経度の北をさす。

　　但し、戸田遺跡・長岡京跡左京第527次については、過去の調査との関係から、旧座標を

用いている。

４．本書の編集は、調査第２課調査担当者の編集原案をもとに、調査第１課資料係が行った。

５．現場写真は主として調査担当者が撮影し、遺物撮影は、調査第１課資料係主任調査員田中

彰が行った。
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４.長岡京跡左京第527次
（7ANYSK-1地区）発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

長岡京跡左京第527次調査は、京都市伏見区淀大下津町においてܡ઒右岸流域下水道བ西ড়化

センターのٸ଎Ζ過池建設޻事にઌ立ち実施した事前調査である（第１図）。

調査地は、長岡京৚๥෮ݩ案にैえば、۝৚大࿏と東Ұ๥大࿏の交ࠩ఺෇近（旧৚๥では左京

۝৚Ұ๥ेࡾ町・े࢛町）にあたり、北東側に左京۝৚ೋ๥࢛町がల։する。また、同ড়化セン

ター中ԝ部には、中世຤期の下津ࢯの居৓である下津৓跡がਪఆされている。地理తには東側に

઀して東北方からऄ行して南流するܡ઒に、北西方から南下するখാ઒が流れࠐΈ、ܡ઒Տ઒内

にઔ状地形を形成している。߹流地఺を中心にখാ઒とܡ઒の北岸にはૣくからఅ๷が構築され、

ͦの中をӋଋ師઒（ࣣ間ງ઒）がॎ૸する。すなわちఅ๷内では࣪地が޿く発ୡした様ࢠで、ߐ戸

年間にඳ写されたֆ図には水田・ാ地が表現されている。ܡ઒ର岸の淀地区には๛ਉल٢により

淀৓が築৓され、ࠓ೔、ݩ和９年に構築された淀৓の石֞とງがԟ࣌の࢟を఻えている。

発掘調査は、平成20年７月22೔から同年８月25೔までの໿1か月間で、調査面積は500ᶷである。

第１図　調査地位置図（国土地理院　1�25
000　淀）
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現地調査は、当調査研究センター調査第２課第１係長খ池׮、同第１係主任調査員松井忠春が担

当した。調査にあたっては、京都市文化市ຽ局文化財อ護課・（財）京都市埋蔵文化財研究所から

教ࣔを賜った。

なお、発掘調査に係る経費は、全ֹ、京都府流域下水道事務所が負担した。

̎ɽௐࠪͷ಺༰

発掘調査は、まͣ、現ড়化センター଄成࣌の੝土を、૲木をെ採した後、建築޻事にࢧোのな

いように配ྀしつつ、ॏ機掘࡟を行った。表土下໿２̼で、໿１̼෯の平ୱ地を設け、さらに໿

１̼掘り下げた。当ॳ、この深度で༙水がݒ೦されていたが、ൺֱతগྔでࢭまった。この位置

で、Ұ୴平ୱ地を設けて、東北側に޻事用ਐೖ࿏にॏෳするように発掘調査用のࣼ࿏を掘࡟した。

この深さまでは現୅੝土で、さらに下位にଓいていた。発掘調査での掘࡟事ނ౳のݥةをආける

ために、平地中ԝ部に、東西９̼ʷ南北５̼のＢ地区と、東西４̼ʷ南北６̼のＡ地区を࿈݁さ

ͤて̡字状に２調査地を設ఆした。Ａ地区をઙく、Ｂ地区はＡ地区より深く、ஈࠩをもって、堆

積状況΍遺構・遺物の༗ແを֬ೝす΂く、さらに໿1.3̼下位までॏ機で掘り下げを実施した。

ͦの݁Ռ、標ߴ໿10̼で旧ߞ作土を֬ೝした。ͦの上部はόϥεをؚめた旧整地面がݎくしまっ

て、҆ఆ面を形成していた。これよりҎ後は人力によりঃ々に掘࡟を܁りฦしながら、྆地区を

໿１̼下位までஸೡに࡯؍しながら掘りਐめた。Ａ地区では଍跡と溝１৚（図版第３ʵ２・３）を、

Ｂ地区では溝１৚（図版第４ʵ２）を検出したが、出土遺物は皆ແであった。Ｂ地区ではさらに南

壁にԊって東西方޲に断ち割りを໿0.5Nの深さで行ったが、ߞ作土あるいは௜ఽ堆積土とਪ࡯

できる粘࣭土が下方に引きଓいて堆積している状況であった。この作業でੜじたഉ土はμンϓΧ

ーとϕϧトίンϕΞーを使用して、場外へൖ出した（第２図上図参র）。

Ҏ上、発掘作業޻ఔを؆ུに記ड़した。次に表土下໿４̼の旧ߞ作土Ҏ下の堆積土及び検出し

た遺構を中心に、Ｂ地区西壁の層序をऔり上げてॱ次上層から説明を加える（第２図下図参র）。

をؚΉ現୅੝土で、昭和47年から։࢝された現བ西ড়化ࡐ上層は、礫・࠭利・粘土մと共に廃࠷

センター建設に伴う଄成੝土で、ͦのߴさは໿3.5̼にୡする。この現୅੝土௚下は上面をݎく

ୟきしめられたόϥεで҆ఆした整地層を成す。上層同様に、礫΍廃ࡐなどをؚΉがόϥε層が

上面をඃう఺が૬ҟする。ࠇփ৭粘࣭土は଄成前の旧ߞ作土で、Ұఆの厚さをもって下位に྘ԫ

৭粘࣭土をബく敷いていた。床土である。水田΍ാ地に利用されていたことがӐえる。փԫ৭土

はए׊ׯ৭をଳびた土৭で、0.4～0.5Nの҆ఆした厚さである。長期間使用されたߞ作土とߟえ

られる。௚下の྘ԫ৭࣭࠭土は粘ண力がڧく、床土に૬Ԡしい。փԫ৭土と共に΍はり水田・ാ

地を形成していたのであΖう。これより໿0.5N間の堆積土は、փ׊৭࠭ࠞり粘࣭土・୶փ৭粘

࣭土と྘ԫ৭粘࣭土、փ৭粘࣭土とփന৭࠭は、௜ఽとߑ水での堆積が૬ޓにੜじた݁ՌであΖ

う。࠷下層のփ׊৭粘࣭土は៛ີなཻ࠭をؚΉ粘ண力のڧい堆積層である。

上記の堆積層の内、ߞ作土であるփԫ৭土内で北西ˠ南東にࣼ૸するҰ৚の溝をＡ地区で֬ೝ

した。ԫ׊৭࣭࠭土が埋土で、෯໿0.3N、深さ໿0.1Nで、北西に޲かって底面が下߱する。ͦ
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第２図　調査地平面図・B地区西壁断面図
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の௚下から༗ఙྨの଍跡を検出した。଍跡の形

状からڇのՄೳੑがߴい（図版第３ʵ２・３）。

Ｂ地区では、࠷下部から෯໿0.8NのҰ৚の溝

を֬ೝした。深さは໿0.3Nを測る。埋土は１

DNఔの厚さのന৭࠭を間層とし੨փ৭粘࣭土

がॆరされていた。底面は北西に下߱する。

上記の遺構内からはԿらの遺物も出土してい

ないため、年୅をਪఆすることはࠔ೉ではある

が、大概、Ａ地区のͦれらは近世に、Ｂ地区の

ͦれは中世に૝ఆして大過なかΖう。

̏ɽ·ͱΊ

第３図は明治20年୅～昭和54年までのおよͦ

90年間の調査地෇近の土地利用を検౼するため

にఏࣔした地形図である。ᶃは明治年間には水

田であったことを明ࣔしている。ᶆの昭和24年作成図にあっても変化していないが、ᶇの昭和44

年にࢸっては、։ࠖ・଄成され、޻場が建設されている。ᶈの昭和54年では現在のড়化センター

へと変๴する。ᶆ～ᶈは水田ˠ޻場ˠড়化センターへの大変ը期であったことをݦஶに表現して

いる。この変化は、堆積土として、όϥεで整地された平ୱ面が޻場建設࣌にରԠし、上層੝土

はড়化センター建設࣌のものであって、ߞ作土であるࠇփ৭粘࣭土はᶃ～ᶆの水田をࢦ図してい

る。明治Ҏ前のߐ戸年間は、旧ڊໆ池を中心にしたࡾ઒߹流෇近では๛ਉल٢によるଠ߰అ΍淀

৓に見るように、ࡾՏ઒の水利及びఅ๷の構築などによるݻڧな๷ڔ施設が大ن໛に実施された

ことで、ࣗͣと本地域にも影ڹが及び、調査地南側に大きく؇΍かなۂઢをඳくఅ๷とͦこにӦ

まれた大下津・水ਨの集མが発ୡし、എ後に水田地ଳがల։することはطに記したとこΖである。

さらに、標９̼ߴ෇近は、௜ఽ層である੨փ৭粘࣭土である。これはࡾՏ઒߹流఺の西辺部にଘ

するこの地が、ࡾՏ઒の水ྔのରԠして淀Έと化してੜじたもので、この様૬は旧ڊໆ池周辺に

分布するॾ遺跡でも֬ೝできる。ैってແ遺物΍খن໛な溝Ұ৚のΈからは଎断はできないが、

গなくとも中世ஈ֊では集མなどの遺構はなく、水田౳が޿がる世界であったとਪఆする。

（松井忠春）

第３図　土地利用変遷図
ᶃ明治 20 年୅- ᶄ明治 42 年- ᶅ昭和７年-
ᶆ昭和 24 年- ᶇ昭和 44 年- ᶈ昭和 54 年-
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௕Ԭژ跡ژࠨ第 ���次ʢ�"/:4,ô� ஍۠ʣ　図版第 �

☘1☙ 調査前全景（東から）

☘2☙ 調査前全景（南西から）

☘3☙ 調査地全景（南から）



௕Ԭژ跡ژࠨ第 ���次ʢ�"/:4,ô� ஍۠ʣ　図版第 �

☘1☙ 調査地全景（東から）

☘2☙ 調査地全景（西から）

☘3☙ Ａ地区埋土堆積状況（北から）
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☘1☙ Ａ地区全景（東から）

☘2☙ Ａ地区溝検出状況（北から）

☘3☙ Ａ地区遺構検出状況（北から）
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☘1☙ Ｂ地区全景（東から）

☘2☙ Ｂ地区溝検出状況（南から）

☘3☙ Ｂ地区埋土堆積状況（東から）
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-
;りがな ;りがな ίーυ 北Ң 東経 調査期間 調査面積 調査原Ҽ
所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡൪߸ ʄʅ˅ ʄʅ˅ ᶷ

たわらのはいじ
だいに・さΜじ

俵野廃寺第２・
３次

きΐうと;きΐ
うたΜごしあΈ
のちΐうたわら
の
京都府京丹後市
網野町俵野

26212 38 35˃ 38˄ 51˅134˃ 57˄ 49˅

20071017
～

20080208
20080430
～

20080606

600

100 Տ઒整備

とだいͤき

戸田遺跡

きΐうと;;く
ち΍ましとだ

京都府福知山市
戸田

26201 186 35˃ 18˄ 30˅135˃ 10˄ 26˅

20071128-
～-

20080222
20080423-
～-

20081022

1
780

2
300
築అ޻事

しΜじΐういͤ
きだいごじ

新庄遺跡第５次

きΐうと;なΜ
たΜし΍͗ちΐ
うしΜじΐう
京都府南丹市八
木町新庄

26213 5 36˃ 06˄ 15˅135˃ 31˄ 30˅
20070424
～

20080229
2
270 ะ場整備

ながおかきΐう
あとさきΐうだ
い ご ͻ Ό く に
じΎうななじ

長岡京跡左京第
527 次

きΐうと;きΐ
うとし;しΈく
よどおおしもつ
ちΐう

京都府京都市伏
見区淀大下津町

26109 2002 34˃ 54˄ 24˅135˃ 42˄ 34˅
20080722
～

20080825
500 建物建設

備ߟɿ北Ң・東経の஋は世界測地系にͮجく。

所収遺跡名 छผ 主な࣌୅ 主な遺構 主な遺物 ಛ記事߲
俵野廃寺第２・
３次

寺院跡 ୅ݹ 礫敷き遺構・瓦堆積・溝・護
岸施設・ྻߌ

軒丸瓦・軒平瓦・丸
瓦・平瓦・ᗌే瓦・
ਢܙ器・土師器・木
製品

ඈௗ࣌୅後期に
૑建され、平҆
࣌୅中期に廃ઈ
したとਪఆされ
るݹ୅寺院。

戸田遺跡 集མ跡 中世～近世 溝・柱穴・土坑・池状遺構 土師器・瓦器・国産
陶磁器・༌ೖ陶磁器・
土਴・ݹમ

集མが 12 世ل後
半ࠒに成立した
ことを֬ೝ。

新庄遺跡第５次 集མ跡 ೄ文
෿ݹ
ඈௗ
ಸ良
ಸ良～平҆
૔ח

ؕ穴状遺構
竪穴式住居跡
竪穴式住居跡
半地下式掘立柱建物跡
掘立柱建物跡
掘立柱建物跡

土師器・ਢܙ器
土師器 ŋਢܙ器
土師器

土師器・੨磁 ਆࣾ建築か。
長岡京跡左京第
527 次

中世～近世 溝
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所収遺跡名 要 ໿
俵野廃寺第２・３次 ඈௗ࣌୅૑建のݹ୅寺院跡で、礫敷き遺構・瓦堆積の΄か、寺域東をݶるとΈられるߌ΍൘で

護岸された溝などを֬ೝした。出土遺物から、寺院は平҆࣌୅中期に廃ઈしたとਪఆされる。
戸田遺跡 ༝良઒左岸に近઀する 12 世ل後半に成立した集མ遺跡。ཆ和（1181）ݩ年ࠒまでには立૳され

ていた松尾ࣾྖ੃部庄関係文書に記されたʮ෋田ʯʮとたʯのҰ部にあたるとਪఆされる。
新庄遺跡第５次 ُ岡ຍ地北୺に位置するೄ文～ח૔࣌୅のෳ߹集མ遺跡。ݹ෿～平҆࣌୅の竪穴式住居跡・掘

立柱建物跡の΄か、周ғをญでғまれた大ࣾ଄りに෮ݩできるח૔࣌୅の掘立柱建物跡が検出
された。

長岡京跡左京第 527 次 ஶな遺構は検ݦ、઒とখാ઒の߹流఺෇近にあたり、中世～近世とਪఆされる溝の΄かにはܡ
出されなかった。




